
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　加熱調理庫として、 固定庫と、この固定庫内に外部から着
脱可能に収容され、発熱手段を配置させた 着脱庫とから構成
するとともに、前記固定庫内 第１の温度センサ、 前記着脱庫内

第２の温度センサを 、この第１及び第２の温度センサによる各庫内温度
の検知結果に基づき前記着脱庫の有無を検出可能とした
　

ことを特徴とするロースター。
【請求項２】
　

ロースター。
【請求項３】
　

ことを特徴
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前方を開口した矩形容器状の
前方を開口した矩形容器状の

の温度を検知する 及び の温
度を検知する 備え

ものにあって、
前記第１の温度センサ及び第２の温度センサはいずれも前記固定庫の後壁部に取付固定

されるとともに、第１の温度センサの温度検知部は、前記固定庫と前記着脱庫の各後壁部
間に位置し、第２の温度センサの温度検知部は、前記着脱庫の後壁部に設けた透孔を挿通
して該着脱庫内に位置し、又前記着脱庫の有無の検出は、前記第１及び第２の温度センサ
による温度検知結果に基づく温度差が所定値以下である場合に、着脱庫が無いものと判断
する

第１及び第２の温度センサは、ほぼ同一高さ位置に配設されていることを特徴とする請
求項１記載の

発熱手段は、固定庫の後壁部に取付固定され、着脱庫の後壁部に形成した通し穴を挿通
して該着脱庫内に導入されるとともに、前記固定庫及び着脱庫の各後壁部間において、前
記発熱手段と少なくとも第１の温度センサとの間を遮蔽する遮蔽部材を設けた



とする請求項 記載のロースター。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、加熱調理を行なうとともに外部から着脱可能とした着脱庫を備えたロースター
に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、例えばキッチン等に組み込まれたビルトインタイプの加熱調理器にあっては、上面
のトッププレートには鍋等を載置して、その内方下部に設けられた誘導加熱コイルやニク
ロム線ヒータを介して加熱調理を可能とする一方、該調理器本体の前方から操作し魚など
の加熱（焼物）調理を可能としたロースターを備えている。
そのうち、ロースターでは直接焼物調理するため加熱調理庫内が汚れ易く、随時清掃する
必要がある。そこで、その清掃作業を容易にするため上記調理庫を調理器本体より外部に
取り出し可能な構成とし、丸洗い等が容易にできる提案がなされている（例えば、特許文
献１参照）。
【０００３】
【特許文献１】
特開２００１－１１２６４１号公報　（第２頁、図４）
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
上記構成によれば、加熱調理庫の汚れの清掃作業は容易で、且つ庫内の隅々まで清掃でき
て便利である。
しかしながら、上記のように完全に取り外した状態となる加熱調理庫を、清掃後に付け忘
れたまま誤って使用するおそれがあり、斯かる場合には当然所望の加熱調理ができなかっ
たり、本体内方を汚したりすることになり、更には庫内温度制御が適確に行なえないこと
から耐熱性や安全性においても好ましくない。
これに対処すべく、例えば加熱調理庫の着脱に応動する安全スイッチを設けることが想到
できるが、高温加熱される雰囲気中にＯＮ／ＯＦＦスイッチを設けることは安全性や長期
の信頼性を求むには得策でない。
【０００５】
本発明は上述の事情に鑑みてなされたものであり、従ってその目的は、着脱可能とした加
熱調理庫に対し、その付け忘れを容易に検出できて誤った使用を未然に防ぐことを可能と
したロースターを提供するにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために本発明のロースターは、加熱調理庫として、

固定庫と、この固定庫内に外部から着脱可能に収容され、発熱手段を配置さ
せた 着脱庫とから構成するとともに、前記固定庫内

第１の温度センサ、 前記着脱庫内 第２の温度センサを
、この第１及び第２の温度センサによる各庫内温度の検知結果に基づき前記着脱庫の有無
を検出可能とした
　

ことを特徴とする（請求項１の発明）。
【０００７】
　斯かる手段によれば、清掃のために着脱可能としたが故に取り外した着脱庫を付け忘れ
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１

前方を開口した
矩形容器状の

前方を開口した矩形容器状の の温度を
検知する 及び の温度を検知する 備え

ものにあって、
前記第１の温度センサ及び第２の温度センサはいずれも前記固定庫の後壁部に取付固定

されるとともに、第１の温度センサの温度検知部は、前記固定庫と前記着脱庫の各後壁部
間に位置し、第２の温度センサの温度検知部は、前記着脱庫の後壁部に設けた透孔を挿通
して該着脱庫内に位置し、又前記着脱庫の有無の検出は、前記第１及び第２の温度センサ
による温度検知結果に基づく温度差が所定値以下である場合に、着脱庫が無いものと判断
する



、そのまま加熱運転が継続して行なわれる誤使用を防ぐことができ、従って着脱可能とし
た利便性を失うことなく、加熱調理の仕上がりが不具合であるとか安全性に対する危惧を
解消できる。

【００１０】
　そして、請求項 記載のものにおいて、第１及び第２の温度センサは、ほぼ同一高さ位
置に配設されていることを特徴とする（請求項 の発明）。
【００１１】
　斯かる構成によれば、各温度セン よる温度検知する条件を共通とすることで、夫々
の測定温度に基づく検知結果を一層適確とし信頼性を高めることができる。
【００１２】
　また、請求項 記載のものにおいて、

ことを特徴とする（請求項 の発明）。
【００１３】
　斯かる構成によれば、

できる。
【００１４】
【発明の実施の形態】
以下、本発明をビルトインタイプの加熱調理器に組み込まれた一実施例を示す、図１ない
し図５を参照して説明する。
そのうち図４は、所謂３口タイプの加熱調理器１をキッチン２内部に組み込んだ全体構成
を示す外観斜視図で、その大略的構成につき述べる。図示するように、加熱調理器１はそ
の調理器本体３をキッチン２内部に組み込み、その上面を形成する耐熱ガラス製のトップ
プレート４上には、３口を構成する第１～第３の加熱部５～７を備えている。これら加熱
部５～７は、例えば第１，第２の加熱部５，６はトッププレート４の下部内方に加熱源た
る誘導加熱コイルが、また第３の加熱部７にあってはニクロム線ヒータ（いずれも図示せ
ず）が夫々配設され、トッププレート４上に載置された鍋等を介して加熱調理を可能とし
ている。尚、トッププレート４の前方部位には、上記各加熱部５～７における火力の強さ
を点灯表示する火力表示部５ａ，６ａ，７ａを設けている。
【００１５】
一方、前面部の図示左側には、魚などを焼くに好適するロースター８が配設され（詳細は
後述する）、同図示右側には操作部９を設けている。このうち操作部９は、前記した第１
～第３の加熱部５～７、及びロースター８等に対し火力、タイマ時限、温度等の使用条件
を設定し、スタート操作できるように複数の操作ダイヤルや表示部を備えている。また、
この操作部９の内方には、図示しないが予め記憶されたプログラムに基づき、設定された
加熱調理を温度制御しつつ自動調理も可能とする制御装置を具備している。
【００１６】
次に、前記したロースター８の具体構成につき、図１～図３を参照して説明する。そのう
ち、図１は調理器本体３内に設けられたロースター８の全体構成を示す縦断側面図、図２
は後述する加熱調理庫を構成する着脱庫１２単体の外観斜視図で、図３は図１のＡ－Ａ線
に沿って切断して示す要部の横断平面図である。
図１に示されるように、ロースター８は調理器本体３内では矩形箱状の遮熱ケース１０で
区画され、熱伝達を遮る構成となしたスペースに設けられ、該遮熱ケース１０は前方（図
示左側）のみを開口している。
【００１７】
そして、ロースター８の加熱調理庫としては、前記遮熱ケース１０内に配設された固定庫
１１と、該固定庫１１内に着脱可能に収容され着脱庫１２とからなる２重構成にあって、
そのうち固定庫１１は前方を開口した矩形箱状をなし、本体３の前面板３ａの開口部３ｂ
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この場合、着脱庫の有無を、各庫内温度の温度差を利用したので、周囲温度
に影響を受けることなく検知精度が向上し迅速で確実に検出できる。

１
２

サに

１ 発熱手段は、固定庫の後壁部に取付固定され、着
脱庫の後壁部に形成した通し穴を挿通して該着脱庫内に導入されるとともに、前記固定庫
及び着脱庫の各後壁部間において、前記発熱手段と少なくとも第１の温度センサとの間を
遮蔽する遮蔽部材を設けた ３

第１の温度センサは発熱手段からの輻射熱などの熱影響を直接受
けることがないので、固定庫側の庫内温度を一層適確に検知



に臨んで固定されている。また、着脱庫１２も前方を開口した矩形箱状をなし（後述する
図２も参照）、その平坦状の底面を上記固定庫１１の内底面に突設され前後方向に延びる
２条のリブ１１ａ上に載置され、その前面の開口周縁のフランジ部１２ａが前面板３ａの
開口部３ｂの周縁に当接することで位置決めされ収容されている。
【００１８】
尚、特に図示しないが上記着脱庫１２を固定庫１１内に安定した収容状態に保持するため
に、該着脱庫１２を弾性的に支持したり或は係脱可能な係合手段などを組み合わせたりし
て、適宜の支持手段を設けている。従って、着脱庫１２は、上記のような支持手段に抗し
て前方に引張ることにより、前記リブ１１ａ上をスライド移動して開口部３ｂより取り出
すことができ、また収容する場合にはフランジ部１２ａが当接するまで挿入する簡単操作
ででき、以って着脱可能な構成としている。
【００１９】
しかして、上記着脱庫１２内には魚などの被調理物Ｂを加熱するための発熱手段を備えて
おり、これは例えばシーズヒータからなる蛇行状（後述する図３参照）の上ヒータ１３と
下ヒータ１４とを配設してなり、これらは基端部を固定庫１１の後壁部１１ｂに取付固定
されていて、着脱庫１２の後壁部１２ｂを貫通して内部に導出されている。
【００２０】
このような上，下ヒータ１３，１４間に被調理物Ｂを収容し加熱調理するために、周知の
ように着脱庫１２の底面上をスライド可能としたロースター皿１５と、これに支持された
焼き網１６を備え、ロースター皿１５は前面開口を開閉する扉１７と一体的に連結されて
いる。従って、扉１７を取手１７ａにて前方へ引張ることにより、ロースター皿１５及び
焼き網１６とを一体に適宜の位置まで引き出せば、被調理物Ｂを取り出すことができる。
【００２１】
加えて、着脱庫１２の具体構成につき図２も併せて参照して述べるに、上記したように発
熱手段たる上、下ヒータ１３，１４は固定庫１２に取付固定されているのに対し、着脱庫
１２はスライド移動可能とするために、該着脱庫１２の後壁部１２ｂには各ヒータ１３，
１４を挿通可能とする通し穴１８，１９を上下に形成している。これら通し穴１８，１９
は、各ヒータ１３，１４の幅寸法以上の横長形状にあって、本実施例では特に上部の通し
穴１８の下縁部には切り起し形成してなる遮蔽部材２０を後方に延出して、その端部が固
定庫１１の後壁部１１ａに近接配置されている。
【００２２】
従って、着脱庫１２が固定庫１１内に収容された状態では、上記遮蔽部材２０は図１に示
す如く上ヒータ１３の近傍下方にあって、上下に空間を遮蔽する如き形態に配置される。
しかるに、着脱庫１２を清掃したい場合には、扉１７を前方へ引張りロースター皿１５及
び焼き網１６を一体に引き出して取り出した後、着脱庫１２を適宜の手掛け部を掴んで前
方に引き出すことで、固定庫１１側に取付固定された上，下ヒータ１３を残して完全に外
部に取り出すことができ、清掃を容易に行なうことができる。
【００２３】
また、図１，２に示すように着脱庫１２の後壁部１２ｂにおいて、上記遮蔽部材２０の下
部の右側に透孔２１を形成している。これは、着脱庫１２内の温度を検知するための後述
する第２の温度センサ２４を挿通可能とするもので、やはり着脱庫１２のスライド移動に
対して上記温度センサ２４が固定庫１１に取付固定されていて、且つその先端側の温度検
知部が着脱庫１２の内方まで導出した位置に保持するためである。
尚、図２において、着脱庫１２の左右両側に前後方向に延びた突状部２２が突設されてい
るが、これは底面上をスライドする前記ロースター皿１５の上方への不用意な動きを規制
して水平移動を案内するためのものである。
【００２４】
しかして、ここでロースター８が有する温度センサにつき述べるに、本実施例では例えば
サーミスタからなる二つの温度センサ２３，２４を備えている。即ち、図１及び図３に示
すように、いずれも固定庫１１の後壁部１１ｂに取付固定され、そのうちの第１の温度セ
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ンサ２３は、その温度検知部が固定庫１１と着脱庫１２の各後壁部１１ｂと１２ｂとの間
にあって、所謂固定庫１１内の温度検知を行なう温度センサとして機能するものである。
これに対し、もう一方の第２の温度センサ２４は、その温度検知部が前記透孔２１を通し
て着脱庫１２内まで延出され、所謂着脱庫１２内の温度検知を行うべき温度センサとして
機能する。
【００２５】
これら各温度センサ２３，２４は、図３から明らかな如く例えば右側部所に並んで取り付
けられ、しかも図１に示すようにほぼ同一高さ位置に配設されている。従って、これら温
度センサ２３，２４は、同一後壁部１１ｂで同一高さ位置に設けられ、固定庫１１及び着
脱庫１２の庫内温度を検知するための設置条件を同じとし、作用説明の項で後述する温度
差である対比結果を適確に得るようにしている。
【００２６】
次に、上記構成としたうちのロースター８の作用につき、図５に示すフローチャートを参
照して説明する。
まず、図１に示すように魚などの焼物調理を行なうべき、焼き網１６上に被調理物Ｂを載
置して扉１７を閉じ、加熱調理庫を構成する着脱庫１２内に収容セットする。そして、操
作部９による電源スイッチのＯＮ操作をはじめ、加熱条件やタイマ時限等の設定を行なっ
た後、スタートスイッチをＯＮ操作し加熱調理を開始する。
【００２７】
以下、要部の制御内容を示す図５のフローチャートに沿って説明すると、これは加熱調理
する時間（Ｈ）を設定した場合の一例で、運転開始に伴ないタイマによる計時がスタート
し（ステップＳ１）、同時に発熱手段である上，下ヒータ１３，１４がＯＮ動作して通電
発熱され（ステップＳ２）、被調理物Ｂを上下部から加熱し焼き調理が開始される。
そして、若干の時間経過後にステップＳ３に移行し、ここで温度センサである第１の温度
センサ２３及び第２の温度センサ２４による温度検知の結果が対比される。
【００２８】
即ち、第１の温度センサ２３では、通常は着脱庫１２が収容された状態における固定庫１
１内の温度検知が行なわれ（測定温度Ｔ１とする）、一方第２の温度センサ２４では加熱
雰囲気中の着脱庫１２内の温度検知が行なわれ（測定温度Ｔ２とする）、これらの温度差
（Ｔ２－Ｔ１）が所定値以下か、否かが判定される。この場合、着脱庫１２は正常な収容
状態にあるから、当然加熱中の着脱庫１２内の温度Ｔ２が固定庫１１内の温度Ｔ１より遥
かに高温度であり、その温度差（Ｔ２－Ｔ１）は予め設定された所定の範囲値を超える結
果となり、従って所定値以下には非ず「ＮＯ」と判定される。
【００２９】
このことは、正常な加熱調理が進行していると判断され、その調理時間が設定された所定
時間に達するまで行なわれるもので、次のステップＳ４で所定時間（Ｈ）が経過したか監
視され、経過した場合「ＹＥＳ」にはステップＳ５に移行し、上，下ヒータ１３，１４は
ＯＦＦ動作して消勢されるとともに、図示しないブザーにて所定時間終了報知がなされ（
ステップＳ６）、加熱調理を終了しタイマはリセットされ待機状態に至る。
尚、着脱庫１２内の温度検知を行なう第２の温度センサ２４は、上，下ヒータ１３，１４
による庫内温度を、図示しない制御装置を介して所定温度にコントロールするための入力
信号としても用いられ、所謂被調理物を加熱制御するようにしている。
【００３０】
ところで、着脱庫１２を清掃するとて前記したように外部に取り出し、清掃した後に着脱
庫１２を付け忘れ扉１７やロースター皿１５等を組み込んでしまうことが考えられる。こ
の場合、外部からは視認できないため、その状態から発熱手段に通電して予熱したり、延
いては誤って被調理物の加熱調理することも想到され、この場合には固定庫１１が直接加
熱されることによる耐熱性や、当然加熱調理も良好な仕上がり状態が得られないなどの危
惧を有する。
【００３１】
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しかるに、斯かる場合には第１，第２の温度センサ２３，２４は、着脱庫１２が無い状態
であるため、ほぼ共通の設置条件のもとに温度検知が行なわれ、結果的にいずれも固定庫
１１内の温度検知を行なうこととなり、これらの測定温度差（Ｔ２－Ｔ１）は、実質的に
無しか微差に止まる。
従って、このような状態で使用された場合は、前記したステップＳ３において、温度差（
Ｔ２－Ｔ１）が所定値以下の「ＹＥＳ」と判定され、着脱庫１２が無い異常な状態である
ことが判断される。
【００３２】
このため、以降はステップＳ７に移行し、直ちに上，下ヒータ１３，１４をＯＦＦ動作し
て消勢し、ブザーにより所定時間異常報知するとともに操作部９の表示部にエラー表示を
継続して点灯表示して、使用者に異常事態を知らせるようにしている（ステップＳ８）。
従って、使用者はその着脱庫１２の付け忘れた異常事態を速やかに察知できて対処でき、
誤った使用状態のまま加熱運転が継続されることを防ぐことができる。
【００３３】
斯くして、本実施例によれば次の効果を有する。
ロースター８の加熱調理庫の温度センサとして、固定庫１１及び着脱庫１２を有し夫々の
庫内温度を検知する第１，第２の温度センサ２３，２４を設けて、両者の温度検知の結果
に基づき着脱庫１２の有無を検出できるようにした。
これは、発熱手段たる上，下ヒータ１３，１４を配置した着脱庫１２は、その有無により
固定庫１１側の庫内温度が大きく変動するため、第１，第２の温度センサ２３，２４によ
る測定温度Ｔ１，Ｔ２を対比し、その相対的な温度差に基づき着脱庫１２の有無が判定で
きるもので、例えば着脱庫１２が無い状態で加熱運転がなされた場合には、これら第１，
第２の温度センサ２３，２４により検知温度Ｔ１，Ｔ２は実質的に同じで且つ同じ温度上
昇するため、これらの温度差は予め設定された所定値以下の少なくとも微差に止まり、以
って着脱庫１２が無いとの判断が簡単確実にできる。
【００３４】
従って、着脱庫１２を付け忘れた場合には、上記結果に基づき発熱手段を直ちにＯＦＦ動
作して加熱運転が継続される危惧をなくすとともに、使用者にブザーや表示部を利用して
報知して誤った使用形態を修正することができるので、清掃のために着脱庫１２を着脱可
能とした利便性を逸することなく、これに伴なう憂いを解消できる。
この場合、上記したように固定庫１１側の庫内温度が大きく変動することに基づき、当該
第１の温度センサ２３のみによる温度変化を、正常範囲の所定値と対比して着脱庫１２の
有無を検出するようにしてもよい。但し、本実施例の如き第１，第２の温度センサ２３，
２４を採用して、その相対的な温度差に基づき着脱庫１２の有無を判定する手段によれば
、室内などの周囲温度に影響を受けることがなく、確実で信頼性が高い点で有利である。
特に、本実施例では二つの温度センサ２３，２４をほぼ同一部所である固定庫１１の後壁
部１１ｂに取り付け、且つ同一高さ位置に設けてあるので、温度検知する条件を共通のも
とに、その検知結果を一層信頼性の高いものとすることができる。
【００３５】
加えて、各温度センサ２３，２４と、その上方に近接する上ヒータ１３との間に遮蔽部材
２０を設けたので、本来不要な上ヒータ１３からの輻射熱や着脱庫１２から漏れた熱を直
接受けることがなく、温度センサ２３による固定庫１１側の庫内温度を適確に検知できる
。このことから、本実施例では該遮蔽部材２０は少なくとも第１の温度センサ２３を不要
な加熱要因から遮蔽できる構成であればよいもので、別部材から構成してもよいし、或は
発熱手段の構成に応じて小さくするなど具体的形状も種々考えられる。
【００３６】
また、第２の温度センサ２４は、発熱手段を配置した着脱庫１２内の調理するための温度
コントロール用に兼用できるので、特に構成が複雑化することもなく提供できる。
尚、本発明は上記し且つ図面に示された実施例に限定されるものではなく、例えば３口タ
イプの加熱調理器に組み込まれたものに限らず、ロースター単体であってもよいなど、実
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施に際し本発明の要旨を逸脱しない範囲で種々変更して実施可能である。
【００３７】
【発明の効果】
　以上の説明から明らかなように、本発明のロースターは、加熱調理庫を固定庫と発熱手
段を備え着脱可能な着脱庫とから構成するとともに、前記固定庫内 温度
を 温度センサにて検知し、その検知結果に基づき前記着脱庫の有無を検出可
能とした。
　これにより、清掃のために着脱可能としたが故に取り外した着脱庫を付け忘れたまま、
加熱運転が継続して行なわれる誤使用を防ぐことができる。従って、着脱可能とした利便
性を失うことなく、加熱調理の仕上がりが不具合であるとか安全性に対する危惧を解消で
きる。

など、実用的効果が期待でき
るロースターを提供できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の一実施例であるロースター全体構成を示す縦断側面図
【図２】　着脱庫の斜視図
【図３】　図１のＡ－Ａ線に沿って切断して示す要部の横断平面図
【図４】　ビルトインタイプの加熱調理器に適用した全体構成を示す斜視図
【図５】　要部の制御内容を示すフローチャート
【符号の説明】
図中、１は加熱調理器、２はキッチン、３は調理器本体、８はロースター、１０は遮熱ケ
ース、１１は固定庫（加熱調理庫）、１２は着脱庫（加熱調理庫）、１３は上ヒータ（発
熱手段）、１４は下ヒータ（発熱手段）、２０は遮蔽部材、２３は第１の温度センサ（温
度センサ）、及び２４は第２の温度センサ（温度センサ）を示す。
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及び着脱庫内の各
第１，第２の

この場合、着脱庫の有無を、各庫内温度の温度差を利用したので、周囲温度に影響
を受けることなく検知精度が向上し迅速で確実に検出できる



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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